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1. 背景と目的 

園芸療法は，「植物や植物が育つ環境，植物に関連する諸活動を通じて，身体や精神機能

の維持・回復，生活の質の向上をはかること」と定義されている（山根 2009）． 

また，園芸療法は心理的・認知的・身体的・社会的な側面において効果があるとされて

いる（Park 2016）．  

一方，昨今の新型コロナウイルス感染症の拡大により,私たちは外出や他者との交流，運

動機会が減少し社会活動の制限を受けている．さらに，それらが心身機能の低下を及ぼす

リスクを抱えている（四方田 2020, 木村ほか 2020）．通常，心身機能の低下に対し，高齢

者施設などでグループにて行われる園芸療法（Park 2016）は，コロナ禍においては活動休

止の状態となっている場合が多い． 

感染リスクを抑えた新たな園芸療法プログラムが必要だが，感染予防を勘案した継続的

な取り組みや効果検証を行った事例は見うけられない．そこで，感染リスクが低く，アフ

ターコロナにおいても活用できる手法として，在宅園芸療法プログラムを実施し心理的効

果を検証することを本研究の目的とする． 

 

2. 方法 

在宅園芸療法の実施にあたり，まず，プログラムを考案し，郵送キットを作製した．ま

た，事前調査を行ったうえでオンラインミーティング（以下 OM とする）の活用を取り入

れた．2020 年 4 月～2020 年 12 月の期間，以下の流れでそれらを実施しその効果を検証し

た（図-1）． 

2.1 プログラム作成及び郵送キットの試作・決定 

 プログラムは不安・抑うつ傾向のある対象者を想定し，園芸療法の手法である，五感の

刺激・創作活動・栽培活動・緑の環境活用・人との交流の 5 つの側面をすべて網羅できる

ように検討した．また，郵送可能なキットを形状や容量などに配慮して作成した（表-1）． 

さらに導入時の華やかさ，季節感や栽培適期を考慮したプログラムとした．また，全ての

プログラムにおいて作品を通じ参加者同士の交流を図り，人と人とのつながりを持つこと

をねらいとしている．（図-2） 

従来型では生花や苗，培養土やプランターなどの重量がある資材を使用する．しかし，

今回の在宅型においては，運送コストを減らすために軽量かつかさばらない資材を選び，

レターパック 520 に収まるサイズのものとした．また，キットの全てに作業手順の説明書・

アンケート・POMS2 回答用紙・返信用封筒を入れた． 

第 1 回のキットは，ドライフラワーが崩れないよう小分けにして箱に入れた．植物材料

としては，五感を刺激する素材としてワタ・スターチス・セルリア・エキノプス・ラベン

ダー・ユーカリ・バラを使用した． 

第 2 回のキットは，かさばらないようにフェルトポットを作製し，培養土の代わりに軽

量な土壌改良材である DW ファイバー（大建工業株式会社）を使用した．これは養分を含 



 

 

 

 
図-1 研究のスケジュール 

 

表-1 プログラムの検討 

 

図-2 各プログラムの内容とねらい 

 

まないため，別に肥料も加えた．種は年配の人でも簡単に播けるように，水溶性の紙を利

用し種シートを作製した．観察結果や気持ちの変化を記すために栽培日誌を付けた． 

第 3 回のキットは，石鹸素地と香りのあるラベンダーの精油を混ぜて捏ね，好きな形に成

型する流れとした．植物材料には装飾用にドライラベンダーを入れた．OM ではグループ

になってコミュニケーションを図ることとした．さらに、従来型においては園芸療法士が

対象者の状態に合わせ心身を評価し随時対応が可能であることに対し，今回の在宅型にお

いてはキット作製時の直接的なかかわりの代替えとして，OM にて双方向のコミュニケー

ションを図ることとした. 

 

3．結果 

3.1 インターネットの利用状況 

2020 年 7 月 4 日に事前調査として 60～70 代の 52 名を対象にアンケート調査を行った．

スマートフォン，カメラ・マイク付きパソコンを保有している割合は全体の 88％で多くの

人が持っており，このうちビデオ通話付きアプリケーションの使用経験がある人は 93％で，

中でも Zoom の利用者は 33％と少ない．しかし，「使用方法の学習機会があれば習いたいか」

という質問に 67％の人が「はい」と回答している．そこで，使用方法を教えることを前提

に Zoom を通信手段として使用することとした． 

 

 

 



 

 

3.2 在宅園芸療法プログラムの実施 

3.2.1 参加者 

募集はチラシを配布及び掲示・メール・SNS による配信にて行った．結果，計 18 名の応

募があった．男女の内訳は，女性 16 名，男性 2 名だった．年齢の内訳は 40 代 1 名，50 代 

第 4 回のキットは，植物材料として月桂樹の押し葉，スターフロックス・レースフラワー

の押し花，ワタを入れた．月桂樹は香りを立てるため，意図的にハサミを入れる作業を組

み込んだ． 

2.2 インターネットの活用 

次にインターネット活用に関する調査と準備を行った．今回の対象者は自宅にインター

ネット環境が整っておりパソコンの操作が可能あるいはその支援が得られる人を対象とし

た．従来型はプログラムの開始から終了までグループで行うことが多いが，今回の在宅型

では，説明書を見ながらキットを個人で作製する形式とし，4 名，60 代 11 名，70 代 2 名だ

った． 

3.2.2 オンラインミーティング（OM）の活用 

第 1 回目の OM では，ホストが１人ずつインタビューをし，自己紹介，作品名とそれを

名付けた理由，感想などを聞き出すという方式で行った．第 2 回目の OM では，参加者同

士のコミュニケーションを促進するために，発表順に前後の参加者同士でインタビューし，

ベビーリーフの栽培状況や育ててみた感想，などを聞き出した(図-3)． 

第 3 回目と第 4 回目の OM では，前半にラベンダー・月桂樹についての講座を行い，後

半は Zoom の機能を使用し，小グループに分かれて，作品についての意見交換や，各々の

植物の活用方法について話をし，最後にグループごとで話した内容を発表してもらった． 

3.3 アンケート及び心理評価による効果検証 

3.3.1 キットの内容について  

アンケートの結果から，キットの内容に関しては総じて 8 割以上の人が「とても良い」

「良い」と回答しており満足度は高いものとなった．最も人気が高かったのは，第 2 回の

ベビーリーフ栽培キットだった．理由としては「長期間楽しめた」「毎日の観察が日課とな

り楽しかった」「毎日成長するのを観察するワクワク感が活動を促す原動力になった」など

の回答があった． 

3.3.2 オンラインミーティング（OM）の内容について 

 参加人数は減少傾向であったが，参加者のうち「とても良い」「良い」と回答した割合は

徐々に増えた（1 回目 75％，2 回目 90％，3 回目と 4 回目 100％）． 

3.3.3 オンラインミーティング（OM）におけるコミュニケーションの達成度について 

参加人数は減少傾向であったが，参加者のうち「よくできた」「できた」と回答した割合

は徐々に増えた（１回目 38％，2 回目 40％，３回目 55％，４回目 62％）．

 

図-3 第２回オンラインミーティング（OM）の様子 



 

 

3.4 心理指標(POMS2)による心理的効果の検証 

3.4.1 心理指標(POMS2)について 

POMS2 は被験者の感情・気分を測定する質問紙で，医療・産業などの幅広い領域で用い

られ，信頼性・妥当性ともに確認された心理尺度である．過去や現在の気分や感情を怒り

－敵意・混乱－当惑・抑うつ－落ち込み・疲労－無気力・緊張－不安・活気－活力・友好

の７つの側面から捉える．TMD 得点は回答者が否定的な感情全般をどの程度経験している

かを示している．T 得点は，性別や年齢を考慮して同じ値が同等の意味を持つように標準

化された得点である． 

3.4.2 POMS2の結果 

キット作製前後とオンラインミーティング(以下 OM)前後で POMS２の各項目の T 得点

の比較を行った．値は中央値を示しており，統計解析には Wilcoxon の符号順位和検定を用

いた．統計学的有意水準は 5%未満とした． 

第 1 回目のドライフラワーアレンジメントのキット作製前後では，抑うつ－落ち込み，疲

労－無気力，TMD 得点に有意差があり（図-4），OM 前後では，疲労－無気力，活気－活

力，友好，TMD 得点に有意差があった（図-5）．第 2 回目のベビーリーフ栽培のキット作

製前後では，混乱－当惑，抑うつ－落ち込み，疲労－無気力，活気－活力，TMD 得点に有

意差があり（図－6)，OM 前後では，疲労－無気力，活気―活力，TMD 得点に有意差があ

った（図-7）．第 3 回目のラベンダーの手ごね石鹸づくりのキット作製前後では，いずれも

有意差はなかった（図-8）．OM 前後では，活気－活力，TMD 得点に有意差があった（図

-9）．第 4 回目の月桂樹のクリスマスカードづくりのキット作製前後では，混乱－当惑，疲

労－無気力，緊張－不安，TMD 得点に有意差があり（図-10），OM 前後では，友好に有意

差があった（図-11）． 

 

4．考察 

POMS2 の結果から，全般的には，疲労-無気力・活気-活力・TMD 得点において有意差

があることがわかった．さらに，日高・岡田（2018）は，対面で行う苔玉づくりのプログ

ラムにおいて，実施前後の POMS2 結果から，否定的な感情が改善すること示しており，こ

のことから，今回の在宅園芸療法プログラムにおいても，従来の対面型と同様に一定の心

理的効果が得られると考える． 

また，キット作製前後においてはネガティブな感情の項目に，オンラインミーティング

前後においてはポジティブな感情の項目に有意差があった．このことから，キット作製と

オンラインミーティングの両方を合わせて行うことで，相互に効果を補えると考えた． 

さらに，有意差が最多とのなったのはベビーリーフ栽培だった．栽培にはストレス発散・

気分転換・不安・疲労の軽減・達成感の獲得などの効用がある（山根 2009)．また,アー

ジェントバイオフィリアという理論も報告されており（Tidball 2012），これには「人は災

害などの脅威によりストレスを強いられたとき,自然や植物を強く求める」とある．これら

のことからコロナ禍のような状況において,播種を含むベビーリーフ栽培は成長への期待

感を高め,気分の改善に効果を及ぼしたと考えた.  

最後に，アンケートの結果ではキットに対する満足度は高い値だった．これは五感を刺

激する植物材料をバランスよく入れたことで，心地よい感情を誘発できたためと考える．

しかし，第 3 回のラベンダーの手ごね石鹸づくりの POMS2 の結果では有意差はなかった．

これは，植物材料および作業工程が少なく，難易度が低かったことが要因として考えられ

た.これについてはさらに検討が必要と考える． 



 

 

 
図-4ドライフラワーアレンジメント 

作製前後の変化 

 

 
図-6 ベビーリーフ栽培キット作製 

前後の変化 

 

 
図-8 ラベンダーの手ごね石鹸づくり

前後の変化 

 

 

図-10 月桂樹のクリスマスカード 

作製前後の変化

 

図-5 第 1回オンラインミーティング 

前後の変化 

 

 

図-7 第 2回オンラインミーティング 

前後の変化 

 

 
図-9 第 3回オンラインミーティング 

前後の変化 

 

 
図-11 第 4回オンラインミーティング

前後の変化 
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5．展望と課題 

厚生労働省は新型コロナウイルスの集団感染発生のリスクを抑えるために 3密の回避を

呼び掛けている．（厚生労働省「新しい生活様式の実践例」https://www.mhlw.go.jp/stf/seisak

unitsuite/bunya/0000121431_newlifestyle.html,2020年6月参照）． 

本研究において，園芸療法キットの郵送やオンラインミーティングを活用することで３

密を回避した園芸療法プログラムの有効性を示すことができた．  

また，アフターコロナにおいては，高齢者や障がい者など容易に外出ができない人を対

象とした場合や，被災地のような遠隔地を対象とする場合でも，ネット環境やそれを支援

するシステムがあれば，対象や場所を選ばずに在宅型園芸療法プログラムが実現できると

考えられる．対象が高齢者や障がい者などの社会的弱者である場合,適した支援体制を検討

する必要がある．また，支援者に対する IT関連の教育体制なども今後の課題である． 
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